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［再公募］鶴岡市立荘内病院看護職員勤務表自動作成システム整備業務に係る 

公募型プロポーザル審査要領 

 

１．目的 

  本要領は、「鶴岡市立荘内病院看護職員勤務表自動作成システム整備業務に係る公募型プロポーザ

ル実施要領」に基づき実施する本企画提案に係る審査、及び業者選定に関して、必要な事項を定める

ものとする。 

 

２．審査体制及び選定委員会の成立要件等 

（１）選定委員会の組織 

   選定委員会は、看護部長、看護部職員、事務部長、総務課長、総務課庶務係職員及びシステムに

関する専門的知識を有する医事課情報管理係の職員から構成され、委員長１名（看護部長）、委員

２名（事務部長・総務課長）、事務局９名（看護部職員４名・総務課庶務係職員２名・総務課経営

企画係１名・医事課情報管理係職員２名）で組織する。 

（２）成立要件等 

   選定委員会において、委員長が議長となり、委員の半数以上の出席をもって成立するものとする。 

（３）意見聴取 

   選定委員会において、必要に応じ、委員以外の者に出席を求め、意見を聞くことができる。 

 

３．審査事項 

（１）評価方法 

   上記２（１）のとおり選定委員会内部に事務局を設置する。当該事務局は、本企画提案の内容を

踏まえ、別紙「審査評価シート」に定める各評価項目について下記のとおり評価を行うとともに当

該結果を選定委員に提示するものとする。その後、選定委員は、事務局の審査結果について、業者

選定を行うものとする。 

  ① 一次審査（書類審査）の実施 

参加資格要件の該当の有無を審査したうえで、企画提案書等の提出書類を評価し、上位２者を

二次審査対象者として選定する。なお、同点の場合は機能要件の点数が高い方を選定する。機能

要件が同点の場合は、価格が低い方を選定する。 

② 二次審査（プレゼンテーション審査）の実施 

プレゼンテーション及びデモンストレーションを実施し、一次審査の点数と合わせて総合評価

点が一番高い事業者を優先交渉権者として選定する。最高得点者が同点の場合は、機能要件の点

数が高い方を選定する。機能要件が同点の場合は、価格が低い方を選定する。当該事業者が辞退

した場合は時点の事業者を優先交渉権者とする。 
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（２）評価基準 

  ①点数配分 

 項  目 配  点 

一次審査 

【提案評価点】 

1．システムの評価 

2．システム機能要件の評価 

【小計：375 点】 

225 点 

150 点 

【価格評価点】 

3．価格の評価 

【小計：125 点】 

125 点 

合  計 500 点 

二次審査 

プレゼンテーション 【小計： 80 点】 

デモンストレーション 【小計：220 点】 

合  計 300 点 

総合評価点 800 点 

 

②企画提案書及びプレゼンテーション評価点 

ランク 判 断 基 準 配  点 

Ａ 
評価項目について、高い水準であり、 

優れていると判断できる。 
5 10 15 20 25 30 40 50 

Ｂ 
評価項目について、適切であり、 

十分と判断できる。 
3 6 10 13 16 20 26 50 

Ｃ 
評価項目について、どちらともいえな

い、或いは、やや不足と判断できる。 
1 3 5 6 8 10 13 33 

Ｄ 
評価項目について、 

全く不十分であり、不安がある。 
0 0 0 0 0 0 6 16 

【配点計算方法】 Ａランクを基準として、次の計算式に基づき算出する。 

            Ｂランク＝（Ａ÷３）×２、Ｃランク＝（Ａ÷３）×１、Ｄランク＝０ 

            ※Ｂランク及びＣランクについては小数点第１位を切り捨てる事とする。 

 

③価格評価点 

    次に示す算式に基づき点数化するものとする。なお、当該計算の結果生じた端数については、 

小数点第１位を四捨五入するものとする。 

【配点計算式】 価格評価点 ＝ 配点 ×（最低提案価格÷当該提案価格＊） 

＊当該提案価格について、「システム機能要件一覧（別紙１）」に係る費用は、公平性の観点から、

必須区分の機能を構築する場合に要する費用のみとし、次の算式に基づき、算出する。 

パッケージソフト購入費 ＋ 必須区分に係るカスタマイズ費 
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（３）その他 

① 別紙「審査評価シート」に掲げる各評価項目のほか、「実施要領」及び「仕様書」に定める要

件を充たしていない提案は、点数に関わらず失格とする。 

      ［例］評価点数上、一定の評価が認められる場合でも、仕様書の内容を充たしておらず、その後

の当該システム導入に際して、瑕疵に繋がると判断される場合には失格とする。 

   ② 見積額が委託上限額を上回る場合は失格とする。 

③ 各事務局が評価した合計点数の平均値が、配点の合計の６割未満である場合は、失格とする。 

［例］事務局１名が評価項目の１つを０点とした場合でも、最終的な事務局の評価合計の平均値

が配点の合計の６割を上回っている場合には適格とする。 
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